
 2026 年 1 月 28 日（水）に日本医薬品卸勤務薬剤師会所属

の薬剤師さんを対象に、北浜の大阪薬業クラブにて講演会を

行いました。演題名は、「最新の“糖尿病治療”と“糖尿病チー

ム医療”について」です。同会に所属する関西一円の卸勤務

薬剤師さん 120 名が主任部長の講演を聞いて下さいました。

皆さん、卸勤務の薬剤師さんってご存じですか？実は、主任

部長も今回の講演依頼を受けるまで知りませんでした（恐縮

です      ）。病院の薬剤科にお勤めの薬剤師さんと、院外薬局

とドラッグストアで働いている薬剤師さんしか知らなかっ

たんです。 

卸勤務薬剤師は、医薬品卸の社会的使命である「安全」で

「安定」した医薬品流通を品質管理、薬事管理、情報収集・

提供など様々な業務を通じて支援し、日本の医療・人々の健

康維持に貢献しています（JSWP 日本医薬品卸勤務薬剤師会 

https://jpwa.or.jp/kinyaku/index.html より引用）。 

我々日本人は「水と安全はタダで当たり前」と思っている

節がありますが、「必要なお薬がいつでも望むだけ手に入る

のが当たり前」とも思いがちです。ですが、近年、インスリ

https://jpwa.or.jp/kinyaku/index.html


ン製剤やインクレチン注射製剤の供給は時に不安定ですし、

身近なところでは、コロナ禍での総合感冒薬（かぜ薬）・鎮

咳去痰剤（咳止め・痰切り薬）の供給不全は記憶に新しいと

ころです。すべての医療機関に十分な量の医薬品を適切に供

給するのは、並大抵ではありません。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 そんな卸勤務の薬剤師さんに、是非、市立ひらかた病院の

“糖尿病チーム医療”を知っていただきたいと思った主任部

長、多職種が関与する糖尿病療養指導を駆使して、北河内地

域に「より良い糖尿病治療」をお届けする我々の取り組みを

紹介致しました。トップダウンではなく、ボトムアップ。忌

憚なく意見を言える風通しの良い職場環境。お医者さんに

「それは違うと思います」と言える雰囲気（ものすごく重視）。

多職種がそれぞれの専門性を生かして惜しみなく貢献する

チーム医療はひらかたの宝です。特に、治療困難症例には、

糖尿病チーム医療が欠かせません‼ 



 講演会が終わってから、「すごく楽しかったです」「糖尿病

チーム医療って凄いですね」と参加者様がお声をかけて下さ

って、主任部長、本当に嬉しかったです。なんと、日本医薬

品卸勤務薬剤師会会長の師尾様がわざわざ札幌から駆けつ

けて下さいました。寒風吹き荒ぶ最高気温 8℃の中をお越し

いただけるなんて。主任部長、この場をお借りして師尾様な

らびに関係各署の皆様に心より御礼申し上げます。素敵なご

縁を頂き、ありがとうございました‼ 

 

 

講演会修了後に集合写真。師尾様ならびに関係各署の皆様に心より御礼申し上げます。 

（お写真の掲載に関して、皆様のご了承を得ております。） 


